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第二次大極殿院
【奈良時代後半】
??
もん
　天平17年（745）、聖武天皇は
紫香楽宮から平城宮に戻って新
たに大極殿を造りました。これ
が〔第二次大極殿〕です。
　この大極殿や南の朝堂の土
壇が残っていて、明治時代の終
わりに建築史家の関野貞が平
城宮跡を発見するきっかけとなりました。また明治時代から大正時代にか
けて、地元の棚田嘉十郎達が保存運動に取り組み、今日の礎を築きました。
　第二次大極殿の北側の植込みがある一帯は天皇の住まいである〔内裏〕
跡です。内裏の東に復原されている檜皮葺きの建物は宮内省と推定され
ている役所です。
　和銅3年（710）、飛鳥に近い藤原京（奈良県橿原市）から奈良盆地
の北端に新しくつくられた平城京に都が移されました。
　唐の長安をモデルにして設計され、南北約５ｋｍ、東西約６ｋｍ、都の
中央北端には政治の中心となる〔平城宮〕が造られました。平城宮は
約1ｋm四方の広さで、大極殿や朝堂院などの宮殿のほか、天皇の住
まいである内裏があり、周囲には国の役所が立ち並んでいました。
